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瑜

芥
川
龍
之
介
「
尼
提
」
の
典
拠
と
主
題
に
関
す
る
再
考

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

芥
川
龍
之
介　

尼
提　

歴
史
小
説　

仏
伝
説
話　

典
拠
研
究

一
．
は
じ
め
に

一
―
一
．
「
尼
提
」
に
つ
い
て

芥
川
龍
之
介
「
尼
提
」
は
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
九
月
号
の
『
文
藝
春
秋
』
に
発
表
さ
れ
、
後
に
第
八
短
編
集
、
つ
ま
り
生
前
最

後
の
短
編
集
の
『
湖
南
の
扇
』
（
文
藝
春
秋
社
、
昭
二
・
六
）
に
収
録
さ
れ
た
。
天
竺
の
舎
衛
城
を
舞
台
に
除
糞
人
の
得
道
を
物
語
る
こ
の

仏
伝
説
話
（
釈
迦
の
伝
記
・
伝
説
に
ま
つ
わ
る
説
話
）
は
、
『
湖
南
の
扇
』
集
中
唯
一
の
歴
史
小
説
と
し
て
目
立
つ
。
ま
た
、
『
今
昔
物
語

集
』
に
関
連
の
あ
る
芥
川
の
一
連
の
小
説
の
中
で
最
後
を
飾
る
の
も
こ
の
「
尼
提
」
で
あ
る
。
作
品
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
の
原
稿
用

紙
に
換
算
す
れ
ば
六
枚
程
度
で
、
軽
い
小
品
の
よ
う
な
感
が
否
め
な
い
た
め
で
あ
る
か
、
芥
川
文
学
の
中
で
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
マ
イ
ナ
ー
作
品
で
あ
る
。
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作
品
の
梗
概
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
天
竺
の
舎
衛
城
で
、
除
糞
人
の
尼
提
が
あ
る
日
の
午
後
、
路
地
で
釈
迦
に
出
会
う
。
糞

器
を
背
負
っ
た
自
分
の
姿
を
恥
じ
、
何
度
も
他
の
道
へ
と
逃
げ
る
が
、
釈
迦
が
そ
の
度
に
向
こ
う
か
ら
歩
い
て
く
る
。
七
回
の
逃
走
を
繰

り
返
し
て
進
退
に
窮
ま
っ
た
尼
提
は
、
釈
迦
か
ら
出
家
を
勧
め
ら
れ
る
。
約
半
月
後
、
給
孤
独
長
者
が
祇
園
精
舎
に
や
っ
て
き
て
、
尼
提

に
釈
迦
の
弟
子
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
祝
賀
の
言
葉
を
述
べ
る
が
、
尼
提
が
弟
子
と
な
っ
た
の
は
釈
迦
の
ほ
う
が
悪
か
っ
た
の
だ
と
返
事
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
一
心
に
聴
法
を
続
け
た
尼
提
は
つ
い
に
初
果
を
得
た
と
い
う
。

一
―
二
．
「
尼
提
」
の
典
拠
に
関
す
る
先
行
研
究

「
尼
提
」
の
典
拠
に
関
し
て
、
つ
と
に
吉
田
精
一
氏
１

は
原
話
が
仏
典
に
見
え
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
も
類
話
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ

の
類
話
と
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
三
（
天
竺
の
部
）
の
「
長
者
家
浄
屎
尿
女
得
道
語
第
二
十
一
」
と
い
う
仏
教
説
話
を
指
す
。
日
本

古
典
文
学
大
系
本
『
今
昔
物
語
集
』
一
（
岩
波
書
店
、
昭
三
四
・
三
）
の
頭
注
に
は
当
該
説
話
の
出
典
、
同
一
説
話
、
類
話
が
詳
細
に
記

さ
れ
て
い
る
２

。
上
岡
勇
司
氏
３

は
そ
の
頭
注
に
基
づ
い
て
「
尼
提
」
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
異
同
を
考
察
し
、
二
者
間
の
相
違
点
を
中
心

に
各
仏
典
と
の
比
較
検
討
を
行
な
っ
た
。

上
岡
氏
の
検
討
結
果
を
要
約
す
る
と
、
「
尼
提
」
の
内
容
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
た
だ
最
後
に
長
者
を
登
場

さ
せ
る
一
点
は
、
各
仏
典
で
は
そ
の
登
場
人
物
は
「
波
斯
匿
王
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
各
仏
典
を
見
る
と
、
『
賢
愚
経
』
『
大
荘
厳
論
経
』
の
両
経
典
の
記
述
に
最
も
近
似
し
、
「
尼
提
」
の
材
源
と
し
て
従
来
か
ら

指
摘
さ
れ
て
き
た
『
今
昔
物
語
集
』
『
賢
愚
経
』
に
『
大
荘
厳
論
経
』
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
氏
の
検
証
か
ら
見
え
る
の
は
、

最
も
類
似
す
る
箇
所
が
一
方
に
偏
ら
ず
、
両
経
典
に
散
在
し
て
お
り
、
両
経
典
と
も
見
な
い
と
「
尼
提
」
を
書
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
氏
の
論
文
に
お
け
る
「
作
品
『
尼
提
』
と
仏
典
記
事
の
比
較
対
照
表
」
を
参
照
す
る
と
、
上
述
の
結
論
が
容
易
に
納
得
で
き
る
。

で
は
、
芥
川
は
い
か
な
る
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
上
掲
の
両
経
典
の
記
述
を
参
看
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
尼
提
」
に
先
立
っ
て
芥
川
は
す
で

に
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
に
材
を
仰
い
で
一
連
の
王
朝
物
を
書
き
上
げ
た
。
長
者
を
登
場
さ
せ
る
箇
所
が
『
今
昔
物
語
集
』
の
み
に
似
る
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と
い
う
上
岡
氏
の
検
討
結
果
か
ら
見
て
も
、
「
尼
提
」
の
執
筆
時
に
芥
川
が
『
今
昔
物
語
集
』
を
参
照
し
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
一
歩
踏

み
込
ん
で
、
彼
が
読
ん
だ
刊
本
を
絞
っ
て
み
る
と
、
芳
賀
矢
一
纂
訂
『
攷
証
今
昔
物
語
集　

天
竺
・
震
旦
部
』
（
冨
山
房
、
大
二
・
六
、
以

下
、
攷
証
本
今
昔
と
略
す
）
で
あ
る
可
能
性
が
か
な
り
高
い
４

。

攷
証
本
今
昔
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
巻
第
三
の
「
長
者
家
浄
屎
尿
女
得
道
語
第
二
十
一
」
本
文
に
続
い
て
考
証
部
と
し
て
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
は
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
九
十
四
穢
濁
篇
便
利
部
の
原
文
で
あ
る
。
原
文
の
初
句
は
「
賢
愚
経
云
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
見
る
と
、

そ
の
記
述
は
『
賢
愚
経
』
経
文
か
ら
引
載
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
考
証
部
の
末
尾
で
「
（
経
律
異
相
巻
十
七

旃
陀
羅
児
被
仏
慈
化
悟
道
篇
参
閲
）
」
と
い
う
類
話
の
仏
典
巻
名
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
、
『
法
苑
珠
林
』
（
『
賢
愚
経
』
）
の

尼
提
記
述
を
攷
証
本
今
昔
に
見
出
せ
る
が
、
『
大
荘
厳
論
経
』
の
記
述
、
或
い
は
そ
の
巻
名
情
報
な
ど
は
全
く
言
及
が
見
え
な
い
。

だ
と
す
る
と
、
芥
川
は
ど
の
よ
う
な
経
路
を
介
し
て
『
大
荘
厳
論
経
』
の
記
述
を
参
照
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
松
本
寧
至
氏
５

は
、
芥
川

が
仏
典
『
賢
愚
経
』
を
調
査
し
て
、
つ
い
で
に
『
大
荘
厳
論
経
』
に
触
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
。
根
拠
と
し
て
、
大
正
新

脩
大
蔵
経
の
第
四
巻
（
本
縁
部
、
大
正
一
切
経
刊
行
会
、
大
一
三
・
七
）
に
『
大
荘
厳
論
経
』
と
『
賢
愚
経
』
が
共
に
収
録
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
大
正
蔵
を
通
し
て
『
賢
愚
経
』
を
調
べ
た
際
に
、
『
大
荘
厳
論
経
』
の
記
述
に
も
目
を
通
し
た
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
が
、
一
七
字
二
九
行
三
段
組
、
全
二
八
部
（
一
二
九
巻
）
の
漢
訳
仏
典
を
一
冊
に
収
め
て
約
九
〇
〇
頁
に
及
ぶ
第
四
巻
は
相
当
な

大
冊
で
あ
る
。
偶
然
に
両
経
典
所
収
の
尼
提
話
に
同
時
に
触
れ
た
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
や
は
り
、
芥
川
は
何
か
別
の
典
拠
を
見

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
―
三
．
本
稿
の
研
究
内
容

後
に
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
仏
教
学
者
の
常
盤
大
定
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
五
）
の
著
書
に
は
、
『
賢
愚
経
』
『
大
荘
厳
論
経
』
の
両

経
典
の
尼
提
話
を
わ
か
り
や
す
い
形
で
組
み
込
ん
だ
内
容
が
収
め
ら
れ
た
書
物
が
幾
つ
か
見
ら
れ
（
注
７
を
参
照
）
、
そ
の
中
で
、
『
仏
伝

集
成
』
（
丙
午
出
版
社
、
大
一
三
・
一
）
を
芥
川
「
尼
提
」
と
比
較
す
る
と
、
芥
川
が
こ
れ
を
参
考
に
し
た
の
は
ほ
ぼ
確
実
と
言
え
る
。
他
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の
先
行
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
こ
の
書
物
の
検
証
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
は
『
仏
伝
集
成
』
の
中
の
「
尼
提
」
（
以
下
、
常

盤
「
尼
提
」
と
略
す
）
を
参
照
し
て
、
芥
川
「
尼
提
」
の
典
拠
と
主
題
を
再
考
す
る
。
ま
ず
、
両
者
間
の
相
似
性
を
考
察
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
常
盤
「
尼
提
」
が
芥
川
「
尼
提
」
の
直
接
的
典
拠
で
あ
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
芥
川
が
『
仏
伝
集
成
』
を
知
っ
た
可
能
性
の
あ

る
二
つ
の
経
路
も
簡
単
に
挙
げ
る
。
続
い
て
、
両
者
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
芥
川
の
創
造
性
が
見
え
る
大
き
な
加
筆
・
変
更
・
削
除
箇

所
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
る
。
最
後
に
芥
川
「
尼
提
」
に
し
か
な
い
独
創
部
分
、
つ
ま
り
小
説
の
結
末
（
終
局
部
）
で
芥
川
に
よ
っ
て
付
加

さ
れ
た
尼
提
と
給
孤
独
長
者
の
遭
遇
話
に
注
目
し
て
、
各
々
の
心
理
を
分
析
し
、
作
品
の
主
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。

二
．
芥
川
「
尼
提
」
と
常
盤
「
尼
提
」
の
相
似
性

二
―
一
．
常
盤
大
定
と
『
仏
伝
集
成
』
に
つ
い
て

常
盤
大
定
は
真
宗
大
谷
派
の
僧
、
文
学
博
士
、
仏
教
学
研
究
者
で
あ
る
。
宮
城
県
伊
具
郡
の
出
身
で
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に

上
京
し
て
大
谷
教
校
、
一
高
で
の
修
学
を
経
て
、
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
、
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
帝
大
の

文
科
大
学
哲
学
科
を
卒
業
後
、
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
か
ら
真
宗
大
学
や
帝
大
等
の
講
師
、
教
授
な
ど
を
歴
任
、
東
方
文
化
学
院
東
京
研

究
所
の
評
議
員
、
浅
草
本
願
寺
の
輪
番
な
ど
も
務
め
た
。
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
五
月
に
仙
台
の
自
坊
で
逝
去
す
る
ま
で
長
年
に

わ
た
っ
て
仏
教
学
の
研
究
に
研
鑽
を
積
ん
だ
。
常
盤
の
学
問
的
業
績
は
イ
ン
ド
文
明
、
日
本
仏
教
、
及
び
仏
典
（
仏
伝
）
の
解
説
・
翻
訳

な
ど
広
汎
な
領
域
に
及
ん
で
い
る
が
、
特
に
中
国
仏
教
史
に
関
す
る
研
究
活
動
が
最
も
注
目
を
浴
び
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
九
月

か
ら
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
一
月
に
か
け
て
、
前
後
五
回
に
わ
た
っ
て
中
国
で
仏
教
史
跡
を
踏
査
し
、
『
古
賢
の
跡
へ
：
支
那
仏
蹟
蹈

査
』
（
金
尾
文
淵
堂
、
大
一
〇
・
九
）
な
ど
多
大
な
業
績
が
残
さ
れ
た
６

。

『
仏
伝
集
成
』
は
、
常
盤
の
中
期
の
著
作
で
、
書
名
の
通
り
、
仏
教
開
祖
・
釈
迦
の
生
涯
を
紹
介
す
る
伝
記
の
編
輯
書
で
あ
る
。
本
書

の
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
常
盤
は
合
計
五
二
部
の
経
典
か
ら
釈
迦
の
生
涯
に
関
す
る
記
述
を
集
め
て
一
冊
に
ま
と
め
上
げ
、
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「
親
し
み
あ
る
仏
陀
の
面
影
を
仏
典
の
ま
ま
」
に
伝
え
て
い
る
。
本
文
は
「
本
行
篇
」
「
太
子
篇
」
「
求
道
篇
」
「
説
法
篇
」
「
涅
槃
篇
」
と

い
う
配
列
で
並
ん
で
お
り
、
該
当
す
る
「
尼
提
」
は
「
説
法
篇
」
の
第
四
節
「
随
器
開
導
」
の
「
二
」
に
当
た
る
。
現
在
、
本
書
は
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
永
続
的
識
別
子
：info:ndljp/pid/971090

）
で
も
閲
覧
可
能
で
あ
る
た
め
、
以
下
、
必
要
と
思

わ
れ
る
字
句
、
表
現
だ
け
を
引
用
す
る
。
な
お
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
改
行
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
適
宜
漢
字
を
現
行
の
も
の
に
改
め

る
。

二
―
二
．
全
体
と
し
て
の
相
似
性

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
常
盤
「
尼
提
」
の
文
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
（
賢
愚
経
六
、
大
荘
厳
論
経
）
」
と
い
う
仏
典
名
の
注
記
で
あ

る
。
こ
れ
を
以
て
常
盤
は
「
尼
提
」
執
筆
の
際
に
こ
の
両
経
典
の
記
述
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
仏
典
の
依
拠
は
芥
川
「
尼

提
」
と
仏
典
記
事
の
対
照
に
つ
い
て
の
上
岡
氏
の
検
討
結
果
、
つ
ま
り
各
仏
典
の
中
で
『
賢
愚
経
』
『
大
荘
厳
論
経
』
の
両
経
典
の
記
述

に
最
も
近
似
す
る
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
芥
川
「
尼
提
」
と
常
盤
「
尼
提
」
を
対
比
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
冒
頭
部

で
の
舎
衛
城
の
人
口
、
便
所
、
尼
提
の
身
分
に
つ
い
て
の
説
明
、
尼
提
が
何
回
も
釈
迦
か
ら
逃
げ
た
と
い
う
重
複
的
な
逃
走
過
程
、
出
家

唱
導
の
時
の
釈
迦
と
尼
提
の
容
姿
と
言
動
、
作
品
末
尾
の
尼
提
が
得
道
の
象
徴
と
し
て
の
「
初
果
」
を
得
た
こ
と
で
幕
切
れ
と
な
る
点
な

ど
、
両
者
の
類
似
箇
所
は
大
量
に
見
出
せ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
断
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
常
盤
「
尼
提
」
は
ほ
ぼ
『
賢
愚
経
』
『
大
荘
厳
論
経
』
の
両
経
典
の
漢
文
記
述
を
日
本
語

に
訳
し
た
だ
け
で
、
常
盤
に
よ
る
解
釈
や
改
変
は
ほ
と
ん
ど
付
け
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
強
い
て
探
せ
ば
、
尼
提
話
に
お
け

る
偈
言
（
仏
典
中
の
詩
文
）
の
翻
訳
に
は
少
し
常
盤
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
見
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
芥
川
は
自
作
に

偈
言
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
。
よ
う
す
る
に
、
基
本
的
に
常
盤
「
尼
提
」
に
し
か
な
い
筋
書
き
や
表
現
を
芥
川
が
「
尼
提
」
に
取
り

込
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
『
仏
伝
集
成
』
を
見
ず
に
、
『
賢
愚
経
』
と
『
大
荘
厳
論
経
』
の
両
経
典
だ
け
を
見
て
も
「
尼

提
」
を
書
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
芥
川
「
尼
提
」
の
典
拠
を
仏
典
で
は
な
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く
、
『
仏
伝
集
成
』
と
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
独
特
な
設
定
と
表
記
で
『
仏
伝
集
成
』
と

一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
芥
川
「
尼
提
」
の
偈
言
を
説
く
設
定
や
各
部
分
の
表
記
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。

二
―
三
．
偈
の
設
定

ま
ず
両
者
に
お
け
る
偈
言
を
説
く
設
定
の
一
致
が
指
摘
で
き
る
。
仏
典
の
ほ
う
を
先
に
見
る
と
、
偈
言
を
収
載
し
て
い
る
経
典
『
大
荘

厳
論
経
』
で
は
、
尼
提
話
の
冒
頭
か
ら
結
末
ま
で
偈
言
を
説
く
こ
と
が
随
所
に
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
釈
迦
が
述
べ
る
偈
言
の
み
で

は
な
く
、
尼
提
が
述
べ
る
偈
言
も
多
量
に
見
ら
れ
る
。
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、

冒
頭
部
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
四
巻
に
拠
り
、
適
宜
漢
字
を
現
行
の
も
の
に
改
め
る
、
以
下
同
、
二
九
四
頁
中
段
か
ら
下
段
ま
で
）
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

爾
時
尼
提
既
見
佛
已
。
自
鄙
臭
穢
。
背
負
糞
瓨
。
云
何
見
佛
。
（
中
略
）
我
今
見
臭
穢
故
不
得
往
。
以
是
之
故
懊
惱
燋
心
。
即
説
偈

言
（
日
本
語
訳
（
『
仏
伝
集
成
』
を
参
照
、
以
下
同
）
：
爾
の
時
、
尼
提
既
に
仏
を
見
已
り
て
、
自
臭
穢
に
し
て
背
に
糞
器
を
負
へ

る
を
鄙
み
、
い
か
で
仏
を
見
る
。
（
中
略
）
今
、
こ
の
下
賎
の
業
で
我
往
く
を
得
ざ
る
。
懊
惱
心
を
焦
く
は
、
唯
こ
れ
の
み
。
即
ち

偈
を
説
き
た
ま
は
く
。
（
偈
言
の
発
話
者
は
尼
提
、
偈
言
内
容
の
引
用
は
省
略
、
以
下
同
、
以
下
、
全
て
の
傍
線
は
引
用
者
）
）
。

後
半
部
（
二
九
五
頁
中
段
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

世
尊
挙
手
向
彼
尼
提
。
（
中
略
）
欲
使
尼
提
生
勇
悍
心
。
即
与
尼
提
而
説
偈
言
（
日
本
語
訳
：
世
尊
手
を
挙
げ
て
彼
尼
提
を
招
き
た

ま
ふ
。
（
中
略
）
尼
提
を
し
て
勇
悍
の
心
を
生
ぜ
し
め
ん
と
て
、
即
ち
尼
提
に
偈
を
説
き
た
ま
は
く
。
（
偈
言
の
発
話
者
は
世
尊
）
）
。

常
盤
「
尼
提
」
に
至
る
と
、
常
盤
は
『
大
荘
厳
論
経
』
の
よ
う
に
頻
繁
に
偈
言
を
挿
入
せ
ず
、
た
だ
一
箇
所
に
偈
言
を
持
ち
出
し
て
い

る
。
即
ち
、
尼
提
の
出
家
の
断
り
に
対
し
て
、
仏
が
仏
法
は
貴
賤
を
分
た
な
い
と
説
い
た
直
後
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
釈
迦
が
述
べ

る
偈
言
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

尼
提
「
如
来
は
尊
重
に
し
て
金
輪
王
の
種
な
り
。
翼
従
の
弟
子
も
ま
た
こ
れ
貴
人
な
り
。
我
は
下
賤
弊
悪
の
至
極
な
る
も
の
な
り
。
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い
か
で
彼
等
に
同
じ
く
、
出
家
す
る
を
得
べ
き
」
。

佛
、
我
が
法
は
清
妙
に
し
て
、
猶
浄
水
の
能
く
一
切
の
垢
穢
を
洗
除
す
る
が
如
く
、
ま
た
大
火
の
大
小
好
悪
を
皆
焼
く
が
如
し
。

「
我
が
法
は
弘
広
に
し
て
辺
な
し
。
富
も
貧
も
、
貴
も
賤
も
、
男
も
女
も
、
能
く
之
を
修
す
る
も
の
は
、
皆
諸
欲
を
尽
す
」
。

佛
、
す
な
は
ち
偈
を
説
き
た
ま
は
く
（
偈
言
内
容
の
引
用
は
省
略
、
三
四
九
頁
）
。

芥
川
「
尼
提
」
を
見
る
と
、
偈
言
が
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
た
だ
一
箇
所
し
か
見
え
な
い
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
偈
言
内
容
を
芥
川

は
省
略
し
た
（
省
略
の
意
味
は
後
述
）
。
そ
し
て
、
偈
言
を
説
く
タ
イ
ミ
ン
グ
や
発
話
者
、
発
言
内
容
は
常
盤
「
尼
提
」
と
全
く
同
じ
で

あ
る
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

「
わ
た
く
し
は
賤
し
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
。
到
底
あ
な
た
様
の
お
弟
子
た
ち
な
ど
と
御
一
し
ょ
に
を
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
。
」

「
い
や
い
や
、
仏
法
の
貴
賤
を
分
た
ぬ
の
は
た
と
へ
ば
猛
火
の
大
小
好
悪
を
焼
き
尽
し
て
し
ま
ふ
の
と
変
り
は
な
い
。
…
…
」

そ
れ
か
ら
、
―
―
そ
れ
か
ら
如
来
の
偈
を
説
い
た
こ
と
は
経
文
に
書
い
て
あ
る
通
り
で
あ
る
（
岩
波
版
全
集
第
一
二
巻
（
平
八
・

一
〇
）
、
二
九
七
頁
、
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
適
宜
漢
字
を
現
行
の
も
の
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
、
以
下
同
）
。

上
記
の
偈
言
を
説
く
箇
所
の
一
致
か
ら
考
え
る
と
、
芥
川
「
尼
提
」
に
お
け
る
偈
言
の
設
定
は
『
大
荘
厳
論
経
』
で
は
な
く
、
常
盤

「
尼
提
」
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
―
四
．
各
部
分
の
表
記

次
に
、
各
部
分
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
相
似
性
を
見
て
み
る
。

① 

釈
迦
が
尼
提
を
い
ざ
な
う
場
所

上
岡
氏
の
論
文
で
は
、
「
『
今
昔
物
語
』
は
如
来
が
女
を
「
耆
闍
崛
山
」
に
誘
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
他
の
仏
典
『
賢
愚

経
』
・
『
大
荘
厳
論
経
』
・
『
経
律
異
相
』
は
「
祇
洹
」
（
『
大
荘
厳
論
経
』
は
明
瞭
に
そ
う
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
語
は
出
て
来
て
い

る
）
、
『
法
苑
珠
林
』
は
「
祇
桓
」
、
『
出
曜
経
』
は
「
祇
洹
精
舎
」
と
な
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
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芥
川
「
尼
提
」
と
常
盤
「
尼
提
」
を
見
る
と
、
「
祇
園
（
祇
園
精
舎
）
」
と
い
う
表
記
で
一
致
し
て
い
る
。

② 

釈
迦
の
手
の
描
写

釈
迦
の
手
の
描
写
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

『
大
荘
厳
論
経
』　  

「
其
指
纖
長
爪
如
赤
銅
。
指
間
網
縵
以
覆
其
上
。
掌
如
蓮
花
」
（
二
九
五
頁
中
段
）
。

常
盤
「
尼
提
」　
　

「
そ
の
指
繊
長
に
し
て
、
爪
は
赤
銅
の
ご
と
く
、
掌
は
蓮
華
に
似
た
る
」
（
三
四
九
頁
）
。

芥
川
「
尼
提
」　
　

「
そ
の
指
繊
長
に
し
て
、
爪
は
赤
銅
の
ご
と
く
、
掌
は
蓮
華
に
似
た
り
」
（
二
九
六
頁
）
。

芥
川
「
尼
提
」
と
常
盤
「
尼
提
」
を
対
比
す
る
と
、
仏
典
の
「
指
間
網
縵
以
覆
其
上
」
と
い
う
表
現
が
省
か
れ
て
い
る
他
に
、
「
蓮
華
」

に
つ
い
て
の
表
記
表
現
の
一
致
も
指
摘
で
き
る
。

③ 

尼
提
が
背
負
っ
て
い
た
容
器

芥
川
「
尼
提
」
に
は
、
「
瓦
器
」
と
「
糞
器
」
の
二
つ
の
表
記
が
以
下
の
五
箇
所
で
な
さ
れ
て
い
る
。

尼
提
は
い
つ
も
の
や
う
に
諸
家
の
糞
尿
を
大
き
い
瓦
器
の
中
に
集
め
、
そ
の
ま
た
瓦
器
を
背
に
負
つ
た
ま
ま
（
二
九
四
頁
）

尼
提
は
か
う
言
ふ
如
来
の
前
に
糞
器
を
背
負
つ
た
彼
自
身
を
羞
ぢ
（
二
九
五
頁
）

尼
提
は
糞
器
の
重
い
の
を
厭
は
ず
（
二
九
六
頁
）

が
、
尼
提
は
愈
驚
き
、
と
う
と
う
瓦
器
を
と
り
落
し
た
（
二
九
六
頁
）
。

常
盤
「
尼
提
」
に
も
「
瓦
器
」
と
「
糞
器
」
と
い
う
二
つ
の
表
記
が
見
え
る
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

爾
の
時
、
世
尊
、
阿
難
を
将
て
城
内
に
入
り
、
尼
提
が
一
瓦
器
を
負
ひ
、
不
浄
を
盛
り
満
て
、
往
い
て
之
を
棄
て
ん
と
す
る
を
見

て
、
之
を
抜
済
せ
ん
と
念
じ
た
ま
ふ
（
三
四
七
頁
）
。

既
に
佛
を
見
已
り
て
、
自
臭
穢
に
し
て
背
に
糞
器
を
負
へ
る
を
鄙
み
（
三
四
七
頁
）
、

仏
典
の
同
じ
箇
所
を
見
る
と
、

爾
時
世
尊
。
即
知
其
応
度
。
独
将
阿
難
。
入
於
城
内
。
欲
拔
済
之
。
到
一
里
頭
。
正
値
尼
提
。
持
一
瓦
器
。
盛
満
不
浄
。
欲
往
棄
之
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（
三
九
七
頁
中
段
）
。

爾
時
尼
提
既
見
佛
已
。
自
鄙
臭
穢
。
背
負
糞
瓨
（
二
九
四
頁
中
段
）
。

「
瓦
器
」
と
い
う
表
記
は
同
様
で
あ
る
が
、
「
糞
瓨
」
と
い
う
表
記
は
常
盤
に
よ
っ
て
「
糞
器
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
仏
典
の
尼
提
話

の
他
の
箇
所
の
表
記
を
調
べ
て
み
る
と
、
「
以
瓶
打
壁
（
三
九
七
頁
中
段
）
」
、
「
先
雖
臭
穢
尚
有
缾
遮
。
今
缾
破
壊
（
二
九
五
頁
上
段
）
」

と
い
う
「
瓶
」
「
缾
」
の
表
記
が
見
え
る
が
、
「
糞
器
」
と
い
う
表
記
は
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
常
盤
独
自
の
改
変
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
偈
言
の
設
定
と
各
部
分
の
表
記
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
常
盤
「
尼
提
」
が
芥
川
「
尼
提
」
の
直
接
的
典
拠
だ
と
結

論
付
け
た
い
７

。

二
―
五
．
芥
川
が
『
仏
伝
集
成
』
を
知
っ
た
可
能
性
の
あ
る
経
路

最
後
に
芥
川
が
『
仏
伝
集
成
』
を
知
っ
た
可
能
性
の
あ
る
経
路
を
挙
げ
て
み
る
。
現
時
点
で
は
芥
川
と
常
盤
の
関
わ
り
は
確
認
で
き

ず
、
『
仏
伝
集
成
』
の
名
は
芥
川
の
旧
蔵
書
目
録
に
も
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
の
あ
る
二
経
路
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
攷
証
本
今
昔
の
「
凡
例
」
に
記
さ
れ
て
い
た
謝
辞
で
あ
る
。
「
凡
例
」
の
最
後
の
項
で
天
竺
部
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
顧
問

者
と
し
て
常
盤
大
定
の
名
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
攷
証
本
今
昔
を
手
元
に
置
い
て
い
た
は
ず
の
芥
川
が
こ
の
謝
辞
か
ら
常
盤
に
興
味
を

持
ち
、
「
尼
提
」
創
作
時
点
で
常
盤
の
最
新
の
著
書
『
仏
伝
集
成
』
を
ど
こ
か
で
見
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
８

。
も
う
一
つ
推
測
さ
れ
る
の

は
当
時
芥
川
に
弟
子
入
り
し
て
い
た
堀
辰
雄
と
の
交
際
で
あ
る
。
「
堀
辰
雄
蔵
書
目
録
」
（
『
堀
辰
雄
全
集
』
別
巻
二
（
筑
摩
書
房
・
昭

五
五
・
一
〇
）
）
に
『
仏
伝
集
成
』
の
名
が
見
え
る
（
堀
辰
雄
の
蔵
書
は
現
在
堀
辰
雄
文
学
記
念
館
に
所
蔵
）９

。

三
．
「
尼
提
」
に
お
け
る
芥
川
の
手
に
よ
る
尼
提
話
の
ア
レ
ン
ジ

三
―
一
．
「
尼
提
」
の
主
題
に
関
わ
る
先
行
研
究
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次
に
、
内
容
描
写
の
点
か
ら
芥
川
「
尼
提
」
の
ア
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
「
尼
提
」
の
主
題
に
関
わ

る
先
行
研
究
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
。
発
表
当
時
に
「
尼
提
」
に
つ
い
て
の
目
ぼ
し
い
同
時
代
評
は
ほ
ぼ
見
出
せ
ず
、
間
宮
茂
輔
10

の
論
評

が
や
や
詳
し
い
が
、
優
れ
た
文
学
技
巧
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
創
作
態
度
の
遊
戯
性
を
批
判
す
る
と
い
う
芥
川
文
学
へ
の
常
套
的
評
論
で

あ
る
。
吉
田
精
一
氏
に
よ
っ
て
典
拠
が
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
小
説
は
焼
き
直
し
の
も
の
に
過
ぎ
ず
、
特
に
新
味
が
見
え
な
い
と
見
做

さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
渡
部
芳
紀
氏
11

は
「
芥
川
の
従
来
得
意
と
し
た
ひ
ね
り
や
皮
肉
の
無
い
す
っ
き
り
し
た
短
篇
」
「
手
慣
れ
た
作

品
で
す
っ
き
り
し
た
お
も
し
ろ
さ
は
あ
る
が
重
み
は
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。

近
年
に
な
る
と
「
尼
提
」
を
再
検
討
す
る
動
向
が
現
れ
て
く
る
。
本
格
的
作
品
論
と
し
て
「
尼
提
」
を
芥
川
の
女
性
関
係
の
問
題
と
結

び
つ
け
て
論
じ
て
い
る
松
本
氏
の
力
作
（
注
５
を
参
照
）
が
あ
る
。
「
尼
提
」
に
秘
め
ら
れ
た
の
は
、
執
筆
当
時
に
関
係
が
深
か
っ
た
片

山
広
子
と
の
葛
藤
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
上
梓
さ
れ
た
芥
川
の
諸
辞
典
の
項
目
「
尼
提
」
に
も
前
向
き
な
見
解
が
多
く
出

さ
れ
、
例
え
ば
、
「
聖
な
る
愚
人
」
系
譜
に
お
け
る
位
置
付
け
（
『
芥
川
龍
之
介
事
典
〔
増
訂
版
〕
』
（
明
治
書
院
、
平
一
三
・
七
）
、
三
八
五

頁
、
浅
野
洋
氏
執
筆
）
、
芥
川
の
童
話
文
学
と
の
関
連
（
『
芥
川
龍
之
介
大
事
典
』
（
勉
誠
出
版
、
平
一
四
・
七
）
、
六
一
九
―
六
二
〇
頁
、

田
村
嘉
勝
氏
執
筆
）
な
ど
多
角
的
な
研
究
視
角
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
論
は
凡
そ
作
品
の
外
側
に
立
っ
て
主
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
る
が
、
典
拠
が
あ
る
以
上
、
典
拠
と
の
比
較
で
ま
ず
内

部
か
ら
主
題
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
説
そ
の
も
の
の
内
容
に
向
き
合
っ
た
も
の
に
は
仏
典
記
述
と
精
緻
に
対
照
し
て
い
る
上

岡
氏
の
論
文
が
あ
る
が
、
論
文
の
末
に
「
最
後
に
小
稿
の
主
旨
は
「
材
源
再
吟
味
」
に
あ
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
作
品
の
主
題
や
芥
川
の

仏
典
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
省
略
し
た
が
、
い
ず
れ
機
会
を
改
め
て
稿
を
成
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
あ
り
、
本
文
で
も
上
岡
氏
の
以
降

の
論
著
で
も
「
尼
提
」
の
主
題
に
つ
い
て
の
立
論
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
以
下
で
直
接
常
盤
「
尼
提
」
と
比
較
し
な
が
ら
、
芥

川
の
創
作
部
分
を
明
ら
か
に
し
、
作
品
主
題
の
解
明
を
図
っ
て
み
よ
う
。
上
岡
氏
の
論
文
は
芥
川
「
尼
提
」
と
『
賢
愚
経
』
『
大
荘
厳
論

経
』
と
の
相
違
点
12

へ
の
言
及
も
少
な
く
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
上
岡
氏
の
論
文
に
お
け
る
よ
う
な
細
密
な
比
較
対
照
を
避
け
て
、
大

き
な
加
筆
・
変
更
・
削
除
箇
所
、
及
び
芥
川
「
尼
提
」
に
し
か
な
い
独
創
部
分
を
中
心
に
、
上
岡
氏
の
論
文
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
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に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
く
。

三
―
二
．
大
幅
な
加
筆
箇
所

ま
ず
大
幅
な
加
筆
箇
所
を
見
る
と
、
釈
迦
と
尼
提
の
遭
遇
の
場
面
が
目
立
っ
て
い
る
。
芥
川
「
尼
提
」
で
は
そ
の
場
面
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
遭
遇
時
に
釈
迦
と
尼
提
各
々
の
内
面
世
界
が
現
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
次
に
展
開
す
る
尼
提
の
逃
走
の
た
め
に

説
明
を
行
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
常
盤
「
尼
提
」
で
は
早
々
に
逃
走
の
場
面
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
と
比
べ
て
唐
突
感

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
に
は
常
盤
「
尼
提
」
に
見
え
な
い
多
岐
に
わ
た
る
表
現
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
こ
れ
ら
加
筆
さ
れ
た
表
現
を
検
討
し
て
い
く
。

例
え
ば
、
釈
迦
の
非
凡
さ
を
表
す
た
め
に
、
遭
遇
の
際
に
尼
提
眼
中
の
「
眉
間
の
白
毫
や
青
紺
色
の
目
」
と
い
う
釈
迦
の
特
異
な
容
貌

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
容
の
記
述
は
『
仏
伝
集
成
』
全
体
を
見
て
も
見
つ
か
ら
な
い
が
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
釈
迦
の
身
に
具
わ

る
三
十
二
相
中
の
二
相
と
し
て
、
『
観
無
量
寿
経
』
な
ど
の
仏
典
、
『
往
生
要
集
』
な
ど
の
仏
書
に
記
載
が
あ
る
13

。
ま
た
、
「
釈
迦
如
来

は
勿
論
三
界
六
道
の
教
主
、
十
方
最
勝
、
光
明
無
礙
、
億
々
衆
生
平
等
引
導
の
能
化
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
は
釈
迦
の
無
上
の
地
位
を
強

く
印
象
付
け
て
い
る
。
類
似
し
た
表
現
が
芥
川
の
小
説
「
俊
寛
」
（
『
中
央
公
論
』
、
大
一
一
・
一
）
に
も
見
ら
れ
、
奥
野
久
美
子
氏
が
こ
の

表
現
の
出
処
を
検
討
し
て
い
る
が
、
『
釈
迦
八
相
物
語
』
（
八
巻
、
寛
文
六
年
）
第
六
の
三
「
び
る
し
や
な
仏
、
四
句
を
授
給
ふ
事
」
に
は

ほ
ぼ
同
一
表
現
14

が
見
え
、
芥
川
は
直
接
こ
れ
に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
釈
迦
の
偉
大
さ
を
強
調
す
る
よ
う
に
、
「
こ
の
舎
衛
国
の
波
斯
匿
王
さ
へ
如
来
の
前
に
は
臣
下
の
や
う
に
礼
拝
す
る
と
言
ふ
」

「
名
高
い
給
孤
独
長
者
も
祇
園
精
舎
を
造
る
為
に
祇
陀
童
子
の
園
苑
を
買
つ
た
時
に
、
黄
金
を
地
に
布
い
た
と
言
ふ
」
と
い
う
二
つ
の

事
項
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
『
仏
伝
集
成
』
に
拠
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
『
仏
伝
集
成
』
の
第
四
章
第
一
節
の

一
五
「
祇
園
精
舎
」
に
は
、
給
孤
独
長
者
が
祇
陀
童
子
か
ら
園
苑
を
買
い
求
め
て
、
仏
の
た
め
に
祇
園
精
舎
を
建
立
す
る
詳
細
が
あ
る
。

そ
の
中
に
は
、
「
長
者
、
即
日
、
速
に
車
乗
象
馬
の
類
を
以
て
黄
金
を
運
搬
し
て
、
処
々
に
布
き
迄
り
」
と
の
記
述
が
見
え
る
15

。
ま
た
、

128



間谷論集　第 17 号（2023） （12）

直
後
の
一
六
「
勝
軍
大
王
」
と
い
う
節
の
文
末
に
は
、
仏
の
説
法
を
聞
い
て
、
「
舎
衛
国
主
勝
軍
大
王
（
波
斯
匿
）
」
は
、
「
深
心
信
受
し
、

言
の
過
ぎ
た
る
を
悔
い
、
頭
面
を
以
て
佛
の
双
足
を
礼
し
、
懺
謝
旋
繞
し
、
歓
喜
し
て
退
き
ぬ
」
と
あ
る
。
芥
川
が
尼
提
話
を
執
筆
す
る

際
に
、
『
仏
伝
集
成
』
に
お
け
る
こ
の
二
つ
の
事
項
に
も
目
を
通
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
釈
迦
の
大
慈
悲
心
を
体
現
す
る
箇
所
、
「
無
智
愚
昧
の
衆
生
に
対
す
る
、
海
よ
り
も
深
い
憐
憫
の
情
は
そ
の
青
紺
色
の
目
の

中
に
も
一
滴
の
涙
さ
へ
浮
べ
さ
せ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
芥
川
「
尼
提
」
全
体
を
見
渡
す
と
、
釈
迦
の

身
に
超
越
者
の
印
象
の
み
で
は
な
く
、
温
も
り
の
あ
る
人
間
と
し
て
の
側
面
も
感
知
で
き
る
。
こ
こ
で
は
「
蜘
蛛
の
糸
」
（
『
赤
い
鳥
』
、

大
七
・
七
）
の
中
で
「
ぶ
ら
ぶ
ら
と
」
歩
い
た
り
、
「
悲
し
そ
う
な
顔
」
を
見
せ
た
り
す
る
御
釈
迦
様
を
想
起
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
造
形

は
、
釈
迦
を
感
情
が
見
え
る
人
間
の
よ
う
に
拵
え
る
と
い
う
芥
川
の
創
作
態
度
を
窺
わ
せ
る
16

。

以
上
、
様
々
な
表
現
に
よ
っ
て
釈
迦
の
形
象
が
か
な
り
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
芥
川
が
釈
迦
像
の
造
形
に
力
を
注

い
だ
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
―
三
．
変
更
箇
所

常
盤
「
尼
提
」
の
記
述
を
忠
実
に
辿
り
な
が
ら
も
、
い
く
ぶ
ん
変
更
を
施
し
た
箇
所
と
し
て
は
、
釈
迦
と
遭
遇
後
の
七
回
に
わ
た
る
尼

提
の
逃
走
過
程
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
逃
走
過
程
に
は
、
芥
川
の
文
学
的
手
腕
の
一
端
を
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
芥
川
が
い
か

に
尼
提
の
逃
走
過
程
を
変
更
し
た
か
を
見
て
い
こ
う
。

常
盤
「
尼
提
」
で
は
、
尼
提
の
逃
走
過
程
に
関
し
て
、
尼
提
が
道
を
曲
が
っ
た
回
数
が
分
明
で
は
な
い
。
あ
え
て
数
え
て
み
る
と
、

「
道
を
異
に
し
て
去
り
」
「
異
巷
よ
り
避
け
、
隠
れ
て
去
ら
ん
と
す
」
「
余
道
に
廻
り
赴
き
て
避
け
ん
と
す
れ
ば
」
「
却
行
し
廻
避
せ
ん
と
し

て
」
と
の
記
述
か
ら
四
回
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
芥
川
の
ほ
う
は
七
回
ま
で
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
毎
回
の
逃
走
が
文
中
で
明
瞭
に
区

分
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
尼
提
が
道
を
曲
が
る
度
に
、
釈
迦
が
向
う
か
ら
安
庠
と
（
悠
々
と
）
（
獅
子
王
の
よ
う
に
）
歩
い
て
く
る
と

い
う
釈
迦
の
姿
に
つ
い
て
の
反
復
句
17

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
逃
走
回
数
の
拡
大
、
及
び
反
復
句
の
応
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
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ま
ず
尼
提
の
逃
走
過
程
は
重
複
性
や
リ
ズ
ム
感
を
鮮
明
に
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
尼
提
の
狼
狽
し
た
様
子
と
裏

腹
に
、
釈
迦
の
超
然
た
る
姿
も
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。
こ
の
よ
う
な
効
果
が
現
れ
て
く
る
の
は
、
芥
川
の
文
学
的
技
巧
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

以
上
で
、
芥
川
は
常
盤
「
尼
提
」
に
お
け
る
尼
提
の
逃
走
過
程
を
明
晰
化
す
る
た
め
に
、
変
更
を
加
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
―
四
．
削
除
箇
所

無
論
、
芥
川
が
尼
提
話
を
構
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
加
筆
・
変
更
を
加
え
た
箇
所
だ
け
で
は
な
く
、
大
き
く
削
除
が
施
さ
れ
た
箇

所
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
主
に
仏
教
の
教
訓
臭
の
あ
る
と
こ
ろ
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
例
え
ば
、
常
盤
「
尼
提
」
に
お
け
る

尼
提
が
逃
走
す
る
と
き
の
心
理
に
つ
い
て
は
、
尼
提
は
表
に
「
自
臭
穢
に
し
て
背
に
糞
器
を
負
へ
る
を
鄙
み
、
極
め
て
慙
愧
を
懐
」
い
て

い
る
と
同
時
に
、
「
我
、
前
世
に
於
て
福
業
を
造
ら
ず
、
悪
に
牽
か
れ
て
、
今
世
に
此
苦
を
受
く
。
今
、
こ
の
下
賤
の
業
を
愁
ひ
ざ
る
を
、

衆
人
皆
仏
前
に
到
る
を
得
て
、
我
独
往
く
を
得
ざ
る
を
悲
む
」
と
描
写
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
、
尼
提
の
逃
走
心
理
に
は
仏
教
の
因
果
輪

廻
観
の
一
面
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
法
を
説
く
仏
伝
説
話
に
お
い
て
は
ご
く
自
然
な
設
定
に
属
す
る
が
、
近
代
的
小
説
の
芥
川

「
尼
提
」
で
は
、
仏
教
の
教
訓
的
意
味
が
色
濃
く
顕
現
す
る
の
は
不
適
当
と
な
る
た
め
、
芥
川
は
自
作
で
こ
の
心
理
を
「
自
身
を
恥
ぢ
、

万
が
一
に
も
無
礼
の
な
い
や
う
に
」
と
ご
く
平
易
に
変
え
、
そ
の
心
理
に
あ
っ
た
仏
教
の
教
訓
臭
い
一
面
を
取
り
除
い
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
常
盤
「
尼
提
」
に
は
釈
迦
が
尼
提
に
向
け
て
説
い
て
い
る
長
文
の
偈
言
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
常
盤
「
尼

提
」
の
内
容
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
、
同
様
の
文
型
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
長
た
ら
し
い
感
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
釈
迦
の
教
え
を
直
接
的

に
聞
く
も
の
と
し
て
、
仏
伝
説
話
に
と
っ
て
は
重
要
な
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
常
に
作
品
に
お
い
て
洗
練
さ
を
求
め
て
い
る
芥
川
に

と
っ
て
は
不
要
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
芥
川
「
尼
提
」
で
は
、
こ
の
部
分
を
「
如
来
の
偈
を
説
い
た
こ
と
は
経
文
に
書
い
て

あ
る
通
り
で
あ
る
」
と
一
文
で
締
め
括
り
、
本
筋
と
関
連
が
薄
い
長
文
の
偈
言
を
さ
っ
ぱ
り
と
削
除
す
る
こ
と
で
、
常
盤
「
尼
提
」
に
お

け
る
冗
長
さ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
18

。
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三
―
五
．
小
説
の
結
末
（
終
局
部
）

偈
言
内
容
の
部
分
を
削
除
し
た
か
わ
り
に
、
芥
川
は
攷
証
本
今
昔
に
目
を
転
じ
、
そ
こ
に
あ
る
長
者
の
話
を
踏
ま
え
て
、
給
孤
独
長
者

と
尼
提
の
遭
遇
と
い
う
独
自
の
筋
書
き
を
自
作
に
織
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
二
人
の
遭
遇
は
芥
川
「
尼
提
」
に
し
か
な
い
独
創
部
分
に
属

し
、
当
然
「
尼
提
」
の
主
題
を
考
え
る
う
え
で
恰
好
の
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。
以
下
で
芥
川
が
如
何
に
攷
証
本
今
昔
を
踏
ま
え
て
こ
の

独
創
部
分
を
作
り
出
し
た
か
を
詳
し
く
分
析
し
、
芥
川
の
尼
提
話
へ
の
独
特
の
視
点
も
検
討
し
て
み
る
。

尼
提
話
の
結
末
と
い
う
と
、
常
盤
「
尼
提
」
で
は
「
尼
提
仏
の
所
説
を
聞
き
、
信
心
生
じ
て
出
家
を
求
む
。
仏
、
阿
難
を
し
て
城
外
の

大
河
水
に
洗
浴
せ
し
め
、
こ
れ
を
将
て
祇
園
に
至
り
、
為
に
経
法
を
説
き
た
ま
ふ
に
、
霍
然
と
し
て
意
解
け
、
初
果
を
証
し
ぬ
」
と
あ

り
、
尼
提
話
の
流
れ
に
鑑
み
る
と
、
か
な
り
自
然
で
簡
略
な
結
末
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
芥
川
は
こ
の
結
び
方
に
従
わ
ず
、
前
述
し
た
よ

う
に
攷
証
本
今
昔
に
目
を
向
け
て
長
者
の
話
を
踏
襲
し
、
独
自
性
を
練
っ
て
い
る
。
長
者
を
登
場
さ
せ
た
点
の
み
は
一
致
し
て
い
る
が
、

内
容
そ
の
も
の
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

攷
証
本
今
昔
で
は
、
長
者
は
自
家
の
汚
い
貧
女
（
尼
提
）
が
釈
迦
の
弟
子
と
な
っ
た
こ
と
に
驚
い
て
釈
迦
の
と
こ
ろ
に
抗
議
に
来
る

が
、
逆
に
釈
迦
か
ら
自
分
の
貪
欲
・
邪
見
を
あ
ば
か
れ
て
後
悔
す
る
話
に
な
っ
て
い
る
。
長
者
の
名
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
話
の
中
で

は
長
者
と
得
道
し
た
貧
女
（
尼
提
）
と
の
直
接
的
交
渉
は
見
ら
れ
な
い
。
芥
川
は
攷
証
本
今
昔
を
踏
襲
し
て
「
長
者
」
を
登
場
さ
せ
た

が
、
そ
の
人
物
を
「
給
孤
独
長
者
」
と
改
変
し
、
仏
の
と
こ
ろ
に
抗
議
に
来
る
一
段
も
削
除
し
、
給
孤
独
長
者
に
尼
提
と
直
接
話
を
交
わ

さ
せ
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
（
岩
波
版
全
集
第
一
二
巻
（
平
八
・
一
〇
）
、
二
九
七
頁
）
。

「
尼
提
よ
。
お
前
は
仕
合
せ
も
の
だ
。
一
た
び
如
来
の
お
弟
子
と
な
れ
ば
、
永
久
に
生
死
を
躍
り
越
え
て
常
寂
光
土
に
遊
ぶ
こ
と
が

出
来
る
ぞ
。
」

尼
提
は
か
う
言
ふ
長
者
の
言
葉
に
愈
慇
懃
に
返
事
を
し
た
。

「
長
者
よ
。
そ
れ
は
わ
た
く
し
が
悪
か
つ
た
訣
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
唯
ど
の
路
へ
曲
つ
て
も
、
必
ず
そ
の
路
へ
お
出
に
な
つ
た
如
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来
が
お
悪
か
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
。
」

し
か
し
尼
提
は
経
文
に
よ
れ
ば
、
一
心
に
聴
法
を
つ
づ
け
た
後
、
遂
に
初
果
を
得
た
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。

三
―
六
．
尼
提
と
給
孤
独
長
者
の
心
理

作
品
最
後
で
の
こ
の
一
段
を
ど
う
読
み
解
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
芥
川
の
人
物
設
定
の
意
図
を
探
っ
て
み
よ
う
。
登
場
人
物
を

「
給
孤
独
長
者
」
と
改
変
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
給
孤
独
長
者
が
祇
園
精
舎
を
造
っ
た
と
い
う
前
掲
の
話
19

、
及
び
釈
迦
が
尼
提
を
「
祇

園
精
舎
」
に
連
れ
て
き
た
こ
と
と
呼
応
さ
せ
る
企
み
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
設
定
に
よ
っ
て
祇
園
精
舎
の
建
立
者
で
あ
る
給
孤

独
長
者
と
祇
園
精
舎
の
新
入
者
で
あ
る
尼
提
の
間
で
対
話
が
起
こ
る
の
も
不
自
然
さ
が
な
く
、
合
理
的
な
展
開
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
貴
い
給
孤
独
長
者
と
か
つ
て
下
賤
の
除
糞
人
で
あ
っ
た
尼
提
の
対
話
内
容
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

給
孤
独
長
者
の
言
葉
は
一
見
す
れ
ば
、
喜
び
を
表
す
祝
賀
の
言
葉
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
釈
迦
の
弟
子
と
な
っ

た
こ
と
で
常
寂
光
土
（
仏
教
で
は
至
極
の
浄
土
を
指
す
）
に
遊
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
あ
る
よ
う
に
、
尼
提
に
対
す
る
嫉
妬
か
揶
揄
の
意
味

合
い
を
読
み
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
憶
測
の
感
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
解
読
で
き
る
根
拠
が
次
の
尼

提
の
返
事
に
含
ま
れ
て
い
る
。
尼
提
は
返
事
で
、
釈
迦
の
弟
子
と
な
っ
た
の
は
自
分
の
要
望
で
は
な
く
、
如
来
の
強
引
さ
に
よ
る
こ
と
を

訴
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
尼
提
は
給
孤
独
長
者
の
言
葉
に
含
ま
れ
た
、
悪
意
め
い
た
こ
と
を
正
し
く
聴
取
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
対
応

策
と
し
て
、
釈
迦
の
弟
子
と
な
っ
た
責
任
を
他
人
の
釈
迦
に
帰
す
る
こ
と
で
、
給
孤
独
長
者
の
非
難
の
矛
先
を
巧
妙
に
避
け
よ
う
と
し
た

わ
け
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
元
々
給
孤
独
長
者
は
慈
悲
心
が
深
く
、
孤
独
で
貧
し
い
者
に
食
を
給
し
て
い
た
た
め
そ
の
名
を
呼
ば
れ
て
い
た

（
注
15
参
照
）
。
「
尼
提
」
に
芥
川
は
弱
者
の
同
情
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
齟
齬
が
あ
る
給
孤
独
長
者
を
登
場
さ
せ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
彼

の
歴
史
離
れ
の
創
作
態
度
が
見
ら
れ
る
。
無
論
、
こ
の
よ
う
な
給
孤
独
長
者
の
形
象
は
、
攷
証
本
今
昔
に
お
け
る
抗
議
を
行
う
長
者
の
イ

メ
ー
ジ
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
自
家
の
汚
い
貧
女
が
釈
迦
の
弟
子
と
な
っ
た
た
め
仏
に
抗
議
を
行
う
長
者
で
あ
っ
て
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も
、
釈
迦
の
弟
子
と
な
っ
た
尼
提
に
嫉
妬
か
揶
揄
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
だ
言
葉
を
発
す
る
給
孤
独
長
者
で
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
長
者

と
し
て
の
貧
者
に
対
す
る
傲
慢
な
心
理
が
露
呈
し
て
い
よ
う
20

。

で
は
、
芥
川
は
尼
提
に
同
情
の
念
を
抱
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
尼
提
の
そ
の
後
を
説
明
し
た
作
品
の
最
後
の

一
文
、
「
し
か
し
尼
提
は
経
文
に
よ
れ
ば
、
一
心
に
聴
法
を
つ
づ
け
た
後
、
遂
に
初
果
を
得
た
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
」
に
、
芥
川
が
尼
提

に
投
げ
た
皮
肉
の
視
線
を
読
み
取
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
説
明
に
お
い
て
前
の
返
事
と
矛
盾
し
て
い
る
行
動
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
釈
迦
の
弟
子
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
給
孤
独
長
者
の
前
で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
返
事
を
し
て
い
た
。
「
し
か
し
、
尼
提
は
経

文
に
よ
れ
ば
、
一
心
に
聴
法
を
つ
づ
け
た
後
、
遂
に
初
果
を
得
た
」
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
の
ネ
ガ
テ
イ
ブ
な
返
事
は
た
だ
そ
の

場
の
対
応
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
言
動
を
取
る
尼
提
に
お
け
る
偽
り
の
姿
が
曝
露
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
―
七
．
主
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

従
来
、
「
作
者
に
格
別
の
解
釈
を
加
え
た
ふ
し
が
見
え
な
い
21

」
「
芥
川
の
従
来
得
意
と
し
た
ひ
ね
り
や
皮
肉
の
無
い
す
っ
き
り
し
た
短

篇
22

」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
尼
提
」
に
は
特
に
新
味
が
な
い
と
見
做
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
「
謙
虚
な
心
の
持
ち
主
の
幸
福
23

」
「
主

人
公
自
体
は
、
観
念
の
勝
っ
た
知
的
風
貌
と
は
別
の
、
も
う
一
人
の
芥
川
が
愛
し
た
人
間
像
で
あ
る
こ
と
は
確
実
24

」
と
あ
る
よ
う
に
、

尼
提
の
人
物
像
は
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
作
品
の
終
局
部
で
の
こ
の
独
創
部
分
に
分
析
を
加
え
る
と
、
芥

川
の
尼
提
話
へ
の
独
自
の
視
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
尼
提
の
返
事
と
行
動
と
の
間
の
矛
盾
に
、
芥
川
が
尼
提
に
投
げ
た
皮
肉
の
視
線

を
読
み
取
れ
る
。

典
拠
の
常
盤
「
尼
提
」
で
は
、
得
道
前
後
の
尼
提
の
心
理
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
給
孤
独
長
者
も
登
場
せ
ず
、
た
ち
ま
ち

話
が
閉
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
芥
川
は
、
尼
提
と
給
孤
独
長
者
の
対
話
を
創
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
々
の
心
理
を
織
り
込
み
、
尼
提
話

に
新
た
な
る
要
素
を
付
け
加
え
た
。
不
潔
下
賎
な
除
糞
人
が
清
浄
聖
潔
な
る
祇
園
に
入
っ
た
こ
と
に
貴
い
給
孤
独
長
者
は
い
か
に
思
う

か
、
自
ら
卑
し
く
思
う
尼
提
は
地
位
が
高
い
給
孤
独
長
者
の
前
で
い
か
な
る
言
動
を
構
え
る
か
、
こ
う
し
た
点
は
常
盤
「
尼
提
」
に
は
描
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か
れ
て
い
な
い
。
芥
川
は
自
分
の
想
像
力
を
駆
使
し
て
、
数
行
の
対
話
内
容
の
み
を
以
て
そ
の
場
面
を
提
示
し
て
い
る
。

芥
川
は
終
局
部
で
は
、
元
の
釈
迦
と
尼
提
の
話
と
別
に
、
給
孤
独
長
者
と
尼
提
の
話
を
作
り
出
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
付
加
さ

れ
た
話
に
お
い
て
は
、
特
に
長
者
と
貧
者
と
い
う
両
極
に
位
置
す
る
者
の
心
理
に
独
自
の
視
点
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
尼
提
話
に
お
い
て
芥
川
が
真
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
釈
迦
が
除
糞
人
を
弟
子
に
し
た
事
件
が
提
示
す
る
釈
迦
救
済
の
普
遍
性

と
い
う
仏
教
教
訓
で
は
な
く
、
こ
の
特
異
な
事
件
（
釈
迦
は
除
糞
人
の
尼
提
を
弟
子
に
入
れ
た
こ
と
）
後
の
、
周
辺
の
人
（
給
孤
独
長

者
）
、
及
び
本
人
（
尼
提
）
の
心
理
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
言
え
ば
、
「
尼
提
」
に
は
、
主
人
公
と
周
辺
の
人
の
心
理
を

抉
る
こ
と
に
心
血
が
注
が
れ
て
い
る
芥
川
の
「
鼻
」
「
芋
粥
」25
な
ど
従
来
の
歴
史
小
説
に
共
通
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
。
勿

論
、
「
尼
提
」
に
お
い
て
は
、
給
孤
独
長
者
の
傲
慢
な
心
理
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
尼
提
の
偽
り
の
姿
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
に
は
い
ず
れ
も
人

間
不
信
の
芥
川
の
、
人
間
性
に
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
醜
悪
さ
に
対
す
る
鋭
い
洞
察
が
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

四
．
お
わ
り
に

殆
ど
本
朝
の
部
に
材
源
を
仰
い
で
い
る
、
芥
川
の
『
今
昔
物
語
集
』
と
関
係
す
る
一
一
点
の
小
説
の
中
で
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
最

初
の
「
青
年
と
死
と
」
と
最
後
の
「
尼
提
」
の
み
が
例
外
で
、
天
竺
の
部
と
関
わ
っ
て
い
る
。
芥
川
文
学
に
お
い
て
、
「
尼
提
」
は
今
昔

物
の
最
後
の
作
と
し
て
も
っ
と
注
目
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
発
表
当
時
で
も
現
在
で
も
見
逃
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

そ
の
典
拠
に
関
し
て
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
、
及
び
仏
典
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
常
盤
大
定
『
仏
伝
集
成
』
の

「
尼
提
」
と
比
較
し
、
特
に
そ
こ
に
あ
る
独
特
な
表
記
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
仏
伝
集
成
』
が
直
接
的
典
拠
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
小
説
は
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
の
二
番
煎
じ
で
、
特
に
新
味
が
付
加
さ
れ
て
い
な
い
と
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た

が
、
本
稿
で
は
、
初
め
て
直
接
的
典
拠
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
は
典
拠
の
大
筋
か
ら
変
え
た
点
は
少
な
い
が
、
様
々
な
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加
筆
・
変
更
・
削
除
を
施
し
て
尼
提
話
の
展
開
を
合
理
化
し
た
点
、
仏
教
教
訓
的
な
箇
所
を
削
除
し
て
教
訓
臭
の
あ
る
仏
教
説
話
を
近
代

的
小
説
に
改
作
し
た
点
、
終
局
部
で
尼
提
と
給
孤
独
長
者
の
遭
遇
話
を
付
加
し
各
自
の
内
心
を
描
出
し
た
点
な
ど
に
お
い
て
は
、
芥
川
の

手
腕
が
十
分
見
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
最
後
に
、
作
品
の
主
題
に
つ
い
て
、
従
来
の
論
で
は
外
縁
の
事
情
と
の
関
わ
り
か
ら
そ

の
主
題
を
論
じ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
作
品
そ
の
も
の
の
内
容
に
立
ち
返
り
、
特
に
芥
川
「
尼
提
」
に
し
か
な
い
終
局
部
で

描
か
れ
て
い
る
尼
提
と
給
孤
独
長
者
の
心
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
芥
川
が
人
間
性
に
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
醜
悪
さ
を
暴
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
お
り
、
「
尼
提
」
一
編
の
主
題
の
解
明
を
試
み
た
。

　
　
　

注

１　

吉
田
精
一
『
芥
川
龍
之
介
（
国
文
学
評
伝
叢
書
）
』
（
三
省
堂
、
一
九
四
二
年
一
二
月
）

２　

出
典
：
『
賢
愚
経
』
巻
第
六
尼
提
度
縁
品
第
三
〇
。
同
一
説
話
：
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
九
十
四
穢
濁
篇
第
九
十
四
便
利
部
第
四
。
類
話
：
『
経
律
異

相
』
巻
第
十
七
（
18
）
、
『
大
荘
厳
論
経
』
巻
第
七
（
48
）
、
『
出
曜
経
』
（
19
）
、
『
大
智
度
論
』
（
26
）
、
『
有
部
崑
奈
耶
』
（
42
）
。
尼
提
話
の
上
記
の
諸

仏
典
に
お
け
る
相
互
的
関
係
に
つ
い
て
、
菊
地
良
一
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
（
「
経
典
の
譬
喩
か
ら
説
話
形
成
へ
の
過
程:

『
出
曜
経
』
『
賢
愚
経
』

の
譬
喩
話
か
ら
『
経
律
異
相
』
『
法
苑
珠
林
』
『
今
昔
物
語
集
』
の
説
話
を
中
心
に
し
て
」
『
東
洋
文
化
』
第
四
号
（
一
九
七
九
年
三
月
）
一
―
二
七

頁
）
。

３　

上
岡
勇
司
「
芥
川
龍
之
介
『
尼
提
』
の
材
源
再
吟
味
」
『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
第
一
部
A　

人
文
科
学
編
』
第
二
五
（
二
）
号
（
一
九
七
五
年
二

月
）
一
九
―
二
六
頁

４　

上
岡
氏
の
論
文
で
も
こ
の
書
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
芥
川
が
『
今
昔
物
語
集
』
に
作
品
の
題
材
を
求
め
た
時
、
ほ
ぼ
そ
の
本
朝
の
部
の
み
に
関
心

を
寄
せ
て
い
た
。
天
竺
の
部
に
関
係
す
る
芥
川
の
著
作
は
「
尼
提
」
の
ほ
か
に
、
僅
か
に
戯
曲
習
作
「
青
年
と
死
と
」
（
『
新
思
潮
』
、
大
三
・
九
）
、
晩
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年
の
評
論
「
今
昔
物
語
に
就
い
て
」
（
『
日
本
文
学
講
座
』
、
昭
二
・
四
）
に
言
及
さ
れ
た
「
三
獣
行
菩
薩
道
兎
焼
身
語
」
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
攷

証
本
今
昔
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
長
野
嘗
一
『
古
典
と
近
代
作
家
―
芥
川
龍
之
介
―
』
（
有
朋
堂
、
一
九
六
七
年
四
月
、
二
四
―
三
三
頁
）
、

須
田
千
里
「
『
今
昔
物
語
集
』
の
内
と
外
―
『
羅
生
門
』
『
偸
盗
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
二
（
九
）
号
（
二
〇
〇
七
年
九

月
）
三
五
―
四
二
頁
）
。
ま
た
、
小
説
「
俊
寛
」
に
出
て
い
る
仏
教
説
話
「
難
陀
婆
羅
の
乳
糜
」
が
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
（
天
竺
の
部
）
の
五
話

に
見
ら
れ
、
こ
れ
も
攷
証
本
今
昔
に
拠
っ
た
こ
と
が
奥
野
久
美
子
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
た
（
「
芥
川
「
俊
寛
」
と
『
攷
証
今
昔
物
語
集
』
」

『
芥
川
龍
之
介
研
究
』
第
九
号
（
二
〇
一
五
年
七
月
）
一
一
―
二
二
頁
）
。

５　

松
本
寧
至
『
越
し
人
慕
情　

発
見
芥
川
龍
之
介
』
（
勉
誠
社
、
一
九
九
五
年
一
月
）
一
四
八
―
二
一
二
頁

６　

常
盤
大
定
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
常
光
浩
然
『
明
治
の
仏
教
者
』
下
（
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
二
月
）
三
五
八
―
三
七
〇
頁
、
横
超
慧
日
（
「
常
盤

大
定
先
生
―
中
国
仏
教
史
研
究
の
大
成
者
（
人
と
業
績
）
―
」
（
『
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
八
号
（
一
九
六
八
年
一
〇
月
）
六
二
―
七
四
頁
）
を
参
照
。

当
時
帝
大
の
教
員
で
あ
っ
た
氏
の
中
国
現
地
踏
査
と
い
う
日
本
仏
教
研
究
界
の
壮
挙
を
芥
川
が
知
っ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
時
期
か
ら

見
れ
ば
、
芥
川
の
中
国
旅
行
（
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
三
―
七
月
）
は
正
に
氏
の
調
査
の
一
回
目
（
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
九
月
―
一
〇
年

一
月
）
と
二
回
目
（
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
九
月
―
一
一
年
二
月
）
の
間
で
あ
る
。

７　

宮
本
正
尊
編
『
仏
教
論
叢
：
常
盤
博
士
還
暦
記
念
』
（
弘
文
堂
書
房
、
昭
八
・
七
、
三
―
一
〇
頁
）
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
「
著
述
目
録
」
を
参
考
に

し
て
み
る
と
、
『
仏
伝
集
成
』
の
前
に
、
常
盤
に
は
『
釈
迦
史
伝
』
（
森
江
書
店
、
明
三
七
・
八
）
、
『
釈
迦
牟
尼
伝
』
（
前
川
文
栄
閣
、
明
四
一
・
四
）

の
仏
伝
書
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
尼
提
話
に
関
す
る
内
容
が
見
当
た
ら
な
い
。
調
べ
た
限
り
で
は
、
『
仏
伝
集
成
』
の
他
に
、
氏
の
著
書
で
尼
提
話

に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、
「
大
荘
厳
論
経
を
論
ず
」
（
『
馬
鳴
菩
薩
論
：
教
界
文
豪
』
金
港
堂
、
明
三
八
・
七
、
九
―
一
八
頁
、
こ
れ
に
拠
っ
て
啞
牛

が
「
尼
提
と
仏
陀
」
（
『
布
教
叢
誌
』
第
一
八
（
一
〇
）
号
、
明
三
八
・
一
〇
、
一
―
五
頁
）
を
執
筆
）
、
「
四
姓
平
等
」
（
『
仏
陀
之
聖
訓
』
博
文
館
、
明

三
九
・
九
、
二
〇
七
―
二
一
一
頁
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
増
補
訂
正
版
が
あ
る
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
芥
川
「
尼
提
」
と
比
べ
る
と
、

い
ず
れ
も
『
仏
伝
集
成
』
よ
り
類
似
性
が
低
い
。

８　

「
凡
例
」
と
同
じ
く
攷
証
本
今
昔
の
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
「
序
論
」
を
芥
川
が
見
た
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
芥
川
が
評
論
「
今
昔
物
語
に
就
い
て
」
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の
中
に
述
べ
て
い
る
表
現
は
「
序
論
」
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
宮
田
尚
「
芥
川
龍
之
介
と
『
今
昔
物
語
』
の
出
会

い
」
（
佐
藤
泰
正
編
『
芥
川
龍
之
介
を
読
む
』
笠
間
書
院
（
二
〇
〇
三
年
五
月
）
一
二
三
―
一
四
一
頁
）
を
参
照
。

９　

堀
辰
雄
は
晩
年
の
芥
川
と
親
し
く
交
流
し
、
特
に
「
尼
提
」
創
作
の
前
後
で
二
人
の
交
際
は
頻
繁
で
あ
っ
た
。
現
に
同
年
七
月
二
〇
日
付
堀
辰
雄
宛

の
小
説
創
作
指
導
の
旨
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
（
当
時
堀
は
帝
大
国
文
科
に
在
学
）
。
ほ
か
に
は
、
同
年
の
八
月
下
旬
に
も
二
人
は
、
片
山
広
子
、

そ
の
娘
総
子
と
共
に
軽
井
沢
に
滞
在
し
、
碓
氷
峠
に
登
っ
た
り
、
追
分
に
ド
ラ
イ
ブ
し
た
り
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の

芥
川
の
葬
式
後
の
あ
る
日
、
堀
は
遺
族
か
ら
芥
川
生
前
の
蔵
書
の
整
理
を
頼
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
後
年
、
堀
も
同
様
に
『
今
昔
物
語
集
』

に
目
を
向
け
て
創
作
の
素
材
を
得
て
「
曠
野
」
（
『
改
造
』
、
昭
一
六
・
一
二
）
を
書
い
た
。
「
尼
提
」
執
筆
の
当
時
、
堀
と
の
交
際
交
流
に
よ
っ
て
芥
川

が
『
仏
伝
集
成
』
を
知
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
経
路
に
つ
い
て
、
奥
野
久
美
子
氏
か
ら
ご
質
問
と
ご
指
摘
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

10　

間
宮
茂
輔
「
『
文
藝
春
秋
』
創
作
鳥
瞰
図
一
『
尼
提
』
（
芥
川
龍
之
介
氏
）
」
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
二
五
年
九
月
五
日
付

11　

渡
部
芳
紀
「
第
八
短
編
集
「
湖
南
の
扇
」
」
『
国
文
学
：
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
六
号
（
一
九
七
七
年
五
月
）
一
四
九
頁

12　

常
盤
「
尼
提
」
は
そ
の
両
仏
典
か
ら
繋
ぎ
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
常
盤
「
尼
提
」
と
の
相
違
点
と
も
い
え
る
。

13　

例
え
ば
、
『
観
無
量
寿
経
』
に
「
眉
間
白
毫
、
右
旋
婉
轉
、
如
五
須
彌
山
」
、
『
往
生
要
集
』
に
「
眉
間
白
毫
光
、
猶
如
清
浄
月
、
増
益
面
光
色
」
、
『
法

華
経
・
序
品
』
に
「
爾
時
佛
放
眉
間
白
毫
相
光 

照
東
方
万
八
千
世
界
」
と
あ
る
。
芥
川
は
上
掲
の
よ
う
な
何
ら
か
の
仏
教
の
書
物
に
接
し
て
こ
の
語

句
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う
。

14　

奥
野
氏
の
論
文
は
注
（
4
）
を
参
照
。
『
釈
迦
八
相
物
語
』
第
六
の
三
「
び
る
し
や
な
仏
、
四
句
を
授
給
ふ
事
」
に
「
三
界
六
道
の
教
主
、
世
尊
、
十

方
最
勝
仏
、
光
明
無
量
仏
、
三
学
無
碍
、
億
々
衆
生
、
平
等
引
導
の
能
化
、
南
無
釈
迦
牟
尼
如
来
、
本
師
本
仏
と
。
と
な
へ
給
ひ
て
」
と
あ
る
（
引

用
は
朝
倉
治
彦
編
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
三
五
巻
（
東
京
堂
、
二
〇
〇
四
年
年
三
月
、
一
二
六
頁
）
に
拠
る
）
。

15　

給
孤
独
長
者
は
本
名
が
須
達
（
多
）
、
釈
迦
と
同
時
代
の
舎
衛
城
の
長
者
。
常
に
孤
独
で
貧
困
な
者
に
食
を
給
し
て
い
た
た
め
給
孤
独
長
者
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
。
仏
教
聖
地
の
祇
園
精
舎
を
釈
迦
に
寄
進
し
た
人
物
と
し
て
有
名
（
今
野
達
校
注
『
今
昔
物
語
集
』
一
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
七
月
）
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附
の
「
人
名
・
諸
尊
名
索
引
」
を
参
照
）
。
攷
証
本
今
昔
で
は
、
巻
第
一
「
須
達
長
者
造
祇
園
精
舎
語
第
三
十
一
」
に
須
達
長
者
が
祇
園
精
舎
を
建
立

す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
須
達
（
長
者
）
」
と
表
記
さ
れ
、
「
給
孤
独
長
者
」
と
い
う
呼
称
が
見
え
な
い
。
ま
た
、
「
祇
陀
（
太
子
）
」
と
あ

り
、
芥
川
「
尼
提
」
で
の
「
祇
陀
童
子
」
と
相
違
し
て
い
る
。
『
仏
伝
集
成
』
で
は
、
同
節
の
直
前
の
一
四
「
須
達
長
者
」
で
そ
の
名
が
「
給
孤
独
長

者
」
と
さ
れ
て
お
り
、
一
五
「
祇
園
精
舎
」
で
「
祇
陀
童
子
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
芥
川
が
『
仏
伝
集
成
』
の
ほ
う
を
参
考
に
し
た
と
言
え
よ
う
。

16　

芥
川
文
学
に
お
け
る
釈
迦
像
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
「
芥
川
の
釈
迦
は
一
個
の
人
格
者
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
言
動
は
近
代
人
と
何
ら
か
変
わ
る
こ

と
の
な
い
存
在
で
あ
る
。
釈
迦
を
一
介
の
人
間
と
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
研
究
者
が
い
る
（
武
田
昌
憲
氏
執
筆
「
釈
迦
」

（
『
芥
川
龍
之
介
大
事
典
』
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
七
月
、
一
五
六
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
「
人
間
と
し
て
の
釈
迦
」
と
い
う
意
識
は
、
芥
川
の
仏
伝

文
学
な
ど
の
披
見
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
『
仏
伝
集
成
』
な
ど
で
は
、
釈
迦
は
様
々
な
超
自
然
的
な
出
来
事
を
起
こ
し
た
神
話
的

な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
も
、
誕
生
、
成
年
、
結
婚
、
出
家
、
苦
行
、
教
化
、
死
歿
と
い
う
人
間
と
し
て
の
一
生
を
辿
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
仏
伝
文
学
な
ど
の
影
響
が
推
定
さ
れ
る
以
外
、
同
時
代
文
学
、
例
え
ば
、
芥
川
が
観
た
武
者
小
路
実
篤
の
戯
曲
「
わ
し
も
し
ら
な
い
」

（
『
中
央
公
論
』
、
大
三
・
一
）
の
刺
戟
も
考
え
ら
れ
る
。
「
わ
し
も
し
ら
な
い
」
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
釈
迦
像
を
描
こ
う
と
す
る
武
者
小
路
実
篤
の

創
作
意
識
は
歴
然
で
あ
る
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
六
月
二
九
日
付
、
井
川
恭
宛
て
の
書
簡
に
お
い
て
は
、
芥
川
が
こ
の
戯
曲
「
わ
し
も
し
ら
な

い
」
を
高
く
評
価
し
、
帝
国
劇
場
の
観
劇
を
井
川
に
勧
め
て
い
る
。
釈
迦
像
の
問
題
に
つ
い
て
、
浅
野
洋
氏
か
ら
ご
質
問
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

17　

反
復
句
（
リ
フ
レ
イ
ン
）
に
つ
い
て
は
芥
川
文
学
で
「
尼
提
」
の
ほ
か
幾
つ
か
の
用
例
が
見
当
た
る
。
最
も
有
名
な
の
は
「
羅
生
門
」
（
『
帝
国
文

学
』
、
大
四
・
一
一
）
の
冒
頭
の
「
こ
の
男
の
外
に
誰
も
い
な
い
」
と
い
う
一
文
で
あ
ろ
う
。
他
に
は
「
六
の
宮
の
姫
君
」
（
『
表
現
』
、
大
一
一
・
八
）
、

「
尾
生
の
信
」
（
『
中
央
文
学
』
、
大
九
・
一
）
な
ど
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
（
仁
平
道
明
「
芥
川
の
二
つ
の
「
尾
生
の
信
」
（
『
静
岡
大
学
教
養
部
研
究
報

告　

人
文
科
学
篇
』
第
一
三
号
（
一
九
七
八
年
三
月
）
二
〇
八
―
二
一
〇
頁
）
を
参
照
）
。

18　

し
か
し
、
こ
の
偈
言
内
容
の
部
分
に
は
尼
提
話
の
仏
教
的
意
味
を
理
解
す
る
大
事
な
教
訓
も
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
貧
富
、
延
い
て
は
老
若
男

女
、
階
級
な
ど
の
一
切
を
問
わ
ず
、
釈
迦
は
あ
ら
ゆ
る
者
を
救
う
と
い
う
仏
教
救
済
の
普
遍
性
が
偈
言
内
容
に
説
か
れ
て
い
る
。
芥
川
は
読
者
に
こ
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れ
を
開
示
す
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
仏
教
説
話
に
接
す
る
時
に
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
構
え
る
の
は
芥
川
が
残
し
た
文
章
か

ら
も
窺
え
る
。
「
尼
提
」
の
二
年
ほ
ど
後
に
書
い
た
評
論
「
今
昔
物
語
に
就
い
て
」
で
本
朝
部
の
「
仏
法
」
の
部
に
つ
い
て
は
、
仏
法
そ
の
も
の
に
興

味
が
な
く
て
、
た
だ
当
時
の
人
々
の
心
に
興
味
を
感
じ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
ま
た
、
本
稿
で
主
題
を
探
る
際
に
尼
提
と
給
孤

独
長
者
の
心
理
を
論
じ
る
た
め
の
証
拠
の
一
つ
で
も
あ
る
。

19　

芥
川
「
尼
提
」
で
は
、
「
名
高
い
給
孤
独
長
者
も
祇
園
精
舎
を
造
る
為
に
祇
陀
童
子
の
園
苑
を
買
つ
た
時
に
、
黄
金
を
地
に
布
い
た
と
言
ふ
」
と
あ

る
。

20　

布
野
栄
一
氏
（
「
本
庄
陸
男
の
〈
教
育
物
〉
論
稿
」
『
日
本
近
代
文
学
』
第
一
一
号
（
一
九
六
九
年
一
〇
月
）
八
四
頁
）
は
、
芥
川
の
歴
史
小
説
に
触

れ
る
際
に
、
「
尼
提
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
釈
迦
の
仏
弟
子
と
な
っ
た
尼
提
を
、
給
孤
独
長
者
は
こ
れ
を
羨
望
す
る
の
で
あ
る
。

釈
迦
の
た
め
に
祇
園
精
舎
を
寄
進
し
、
貧
し
い
も
の
に
食
を
与
え
る
善
根
を
積
み
な
が
ら
、
嬌
慢
の
た
め
に
長
者
は
仏
の
救
い
を
得
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
芥
川
が
興
味
を
覚
え
た
の
は
、
長
者
を
さ
し
お
い
て
、
〈
屎
尿
女
〉
を
選
ん
だ
釈
迦
の
仏
道
の
前
に
平
等
を
求
め
た
叡
知
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
」
と
あ
る
。
布
野
氏
の
給
孤
独
長
者
に
関
す
る
発
言
に
賛
同
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
芥
川
が
興
味
を
覚
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
布
野
氏
の
意
見

と
異
見
を
持
つ
。

21　

注
（
1
）
を
参
照
。

22　

注
（
11
）
を
参
照
。

23　

吉
田
精
一
「
芥
川
龍
之
介
の
作
品
に
つ
い
て
」
『
ア
グ
ニ
の
神
：
竜
之
介
童
話
代
表
作
集
』
（
小
峰
書
店
、
一
九
四
九
年
四
月
）

24　

前
述
し
た
浅
野
洋
氏
執
筆
の
項
目
の
「
尼
提
」
（
『
芥
川
龍
之
介
事
典
〔
増
訂
版
〕
』
）
を
参
照
。

25　

清
水
康
次
『
芥
川
文
学
の
方
法
と
世
界
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
五
月
）
六
〇
―
八
二
頁
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付
記
・
謝
辞

本
稿
は
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
二
〇
二
一
年
春
季
大
会(

六
月
五
日)

に
お
け
る
口
頭
発
表
、
及
び
大
阪
大
学
へ
提
出
し
た
博
士

論
文
を
も
と
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
発
表
会
な
ら
び
に
審
査
会
で
有
益
な
ご
教
示
い
た
だ
い
た
先
生
の
方
々
に
謝

意
を
表
し
た
い
。

コ
ウ　

シ
ユ
（
中
国
江
西
師
範
大
学
国
際
教
育
学
院
）  
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As Ryūnosuke Akutagawa's last historical novel related to Konjaku Monogatari 

shū, Nidai describes the story of Sakyamuni and Nidai. Through this study, it is found 

that the direct allusion of this novel is Nidai in The Collection of Buddhist Biographies 

compiled by Daijyo Tokiwa other than the Buddhist literature. It is found that compared 

to its allusion, the content of this work is slightly different on the whole except for 

some modifications he made to make the story more reasonable. For example, the 

Buddhist doctrine in the allusion has been deleted so that it is more like a modern novel. 

Furthermore, in the end was a dialogue between Nidai and Sudatta added to enrich the 

plot of the story. Through the analysis of its ending as well as the mental activity of the 

characters Nidai and Sudatta, it can be concluded that the theme of the novel Nidai is to 

criticize the ugliness concealed in human nature.

Re-Examining The Allusion and Theme of Ryūnosuke 
Akutagawa's Nidai

GAO Ziyu
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